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健康づくりボランティア活動組織化の評価
Process evaluation for organizing health promotion activities of volunteers 
野呂千鶴子率1 域 仁士*2



































































































































































































































表 1 ヘルピネット活動経過 (2003年2月....205年3月)
活 動 内 容
2003. 2 ヘルピネット立ち上げ

























































開始 (2∞企2)~ 1市町村合併の動きの|自分自身の健康づく|自己判断で薬をやめ|健康づくりボランティ|子どもたちは、朝食抜 i働く者にとっては、リス|行政がどういうふうに|住民メンバーは、いき
2004.8(グループワ一|中で、住民による住民 iりのために、ボランティ|たり、治療を中断してiアに、地場と密着した|き、睡眠不足、運動不|トラ等で相当精神的|やろうというような従|いきとj動を告書り、積
クでヘルピネットの活|のための健康づくほ i アをやり、他の人に呼|しまう患者も多~¥. 1活動をしてもらってい l足、飲酒、喫煙など生|に疲労が蓄積してき|来の方法ではいけな|極的に鍵康増量を図つ
動テーマを決定) 1考えるネットワー ク(へ|びかけている。 1 1る。 1活習慣の乱れによる|ている。 1いと思う。 1ているe
jbビネット)を構築する.1 1 1 1 問題が増えている。
2缶詰気込grティア活動は楽|錦話お5212F、習な2521 量足首都勢車 Iz勝第ち明 I~品主主ZfZ量|捷益活設:鵠
健康をともに考えてい1 1う。 Iらえ、住民とともに実 i化している。 1支媛している。 1論し、住民さんに返し iの診察場面で多くの
く. 1 1 1 銭していきた~¥. 1 1 1ていきたい。 1気づきを持っている。
なかなか行政がやっ|どういう生活をしてい|ディサービス等を通じ|子どもたちの心の問|知人が急死したり、入 i立場で物を言うだけ|保健・学校・職域のメ
ていることは、住民に iると、生活習慣病にな iて、心のケアが大事で l題への対応が増加し1決したりすると、健康!でなくー住民として|ンパーもそれぞれ鍵
は見えない。 1るのかわかっていない|あると恩う。 1ている。 1について考える。 1考えると、おかしいとl康課題に気づき、解
住民も多~¥. 1 1 1 1思うことがある。それl決の必要性を感じて
を議論していきたい。 1いる。
健康に関する知識を|健康に関する問題提|食べ物の安全性につ|子どもたちの生活が|職場健診で指導され!なかなか各グループ|グループワークにより、
持っていても、やらな i起はできるが、それを iいて、無関心な人も多 1;夜型になっている。 1ても、なかなか生活習|から自主的な勤きが|意見が共有されていつ
ければ健康にはなら1:実行してもらうのは、 lいの在、過敏な人も多い.1 -1慣を変えられない。 1出てこない。 1たが、まだそれぞれの
なL、 |非常にむずかしい。 1 1 1 1 1立場を意議した発言書
であり、一住民として
の議論が出てこな九、
自分の健康を自分で i正しい情報がわかりや l個食、孤食が増えて i子ども同士の関係性!会社ぐるみで、健康
考えていこうという意 iすく伝わっていない。 1いる。 1が希薄になっている。 1手娠を活用するなど、









後(205.12) 1を把握する。 1は言う。医者は言うこ1;本当に健康でありたい|とを中心において、行|をどう使うかは、これか iいることを照らし合わ|合わせ、そのときにいlて暮らしているのか、
とをきかないのは、閤!と患っているのか疑問|政のネットワー ク、専門 iらの問題である。 1せて、できることを検|ろいろな鍵康づくりの lこの地域に住んでよ
る。医者は、病気を診|である。 1家のネットワー ク、住民 1 1討していくと患っていl取り組みの盤大を考!かったと思えるためl二
るだけ。治すのは本人1 1のネットワークがそれ1 1たがi少し路線がかわっ|えて、へルピネットは i皆さんと共に話し合つ
の努力。このことをはっ1 1を支える。支援してい1 1てきたように患っていl作られた。 1て考えていきたいとい





を過ごすためのもの。 1で長生きし旭リと思っ|健康づくりをしていこう!いけばよいのではない|ていないと思う。 1変わってきた。環境も i主導で健康づくりを進




















か、探索的にフォーラ lに分かれてから、混乱 i見出そうとしている。 1ネットワークの参加者
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